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地図データ【農地筆】に文字情報【台帳等】を結合したＧＩＳによる農地情報システム

農地筆図（地籍）・耕区図

１．地図情報システムとは

【属性情報】【地図情報】
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オルソ画像（航空写真,衛星写真）

地形図（1/2500,1/25000）

レイヤ

・営農情報

・農業用水利施設情報 ・農地基礎情報

・基盤整備情報

・耕作放棄地情報

・賦課金台帳情報

・鳥獣害情報

・農地基本台帳情報



【業務支援概念図】

２．【クラウド方式】とは：
インターネット環境を利用したシステム専用サーバに接続し、地図情報システムを利用する方式となります。
クラウド方式の特徴として、図面と情報の一元管理ができ、その情報を利用者間で共有することができます。
システムの利用にあたっては、各利用者毎にＩＤ・パスワードを配布します。

水土里クラウド

背景地図

【データセンター】
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【利用団体】 【水土里ネット長崎】

【システム利用申込】

【ID・Password 配布】

システムサポート

長崎県水土里情報連絡協議会

インターネット接続

国、県、市町、
土地改良区、NOSAI、
その他農業関係団体

ダウンロードアップロード

※システムの利用にあたっては、長崎県水土里情報連絡協議会への加入が必要



３．システムの特徴およびシステム動作要件

■ 高い機能性、優れた操作性、高速処理を追求した地図情報システム。

■ 様々な情報を一元管理することができ共有も可能であるため、情報発信ツールとして利用できる。

■ 農地情報を視覚的に表示・分析することができる。

■ ローカルデータ（利用者側端末等）を活用しての運用もでき、拡張性に優れている。
（Excel等の情報を図形に結びつけることができ、個人情報等をＷｅｂに公開しなくても業務に
活用できる。）

①．特徴

■ 初心者にも親しみやすい画面表示であり、アイコンには機能説明が表示される。地図操作は
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■ 初心者にも親しみやすい画面表示であり、アイコンには機能説明が表示される。地図操作は
Google Maps、操作メニューや作図はMS Office、データ検索はMS Excelと使い慣れたソフト
に合わせた操作性を実現しています。



②．システム動作要件

ＣＰＵ ｘ86互換プロセッサ1GHz以上

メモリ ２ＧＢ以上

ハードディスク 100ＭＢ以上の空きスペース

モニタ解像度 1024×768以上65536色（16bit）モニタ
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ＯＳ Windows8，Windows7，Windows vista，Mac OS X 他

その他 JAVA6.0以上（Java Runtime Environment）※

※システムの利用にはインターネット環境と、各端末へ Ｊａｖａのインストールが必須となります。
ただし、他のシステムでＪａｖａを利用しており、県土連が推奨するＪａｖａバージョンがインストールができない団体においては
別の方法で対応しますのでご相談をお願いします。

【インターネットブラウザ】
ＩＥ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ）、Firefox（ﾌｧｲｱﾌｫｯｸｽ）、Google Chrome（ｸﾞｰｸﾞﾙｸﾛｰﾑ）、
Safari（ｻﾌｧﾘ）など

【Java】



４．現行システム（Ver.1）との主な機能等比較表

項 目 現行システム（H24.10月～H27.3月） 水土里情報システムVer.2（H27.4月～）

１．表示速度・
処理速度

○サーバ集中型のため、図形・属性編集
など負荷の高い処理が集中した場合に
処理が終わらない、異常終了する事例が
発生しており課題となっている。

○サーバ側のローカル（利用者端末）側で
処理を分散する仕組みとなる為、速度アップ
が期待できパフォーマンスが向上する。

○印刷機能で印刷範囲の指定が難しい。
特に図枠を動かせず、微調整に時間を
要する。

○必要最小限の機能に絞り込んだシステム

○印刷画面で枠内の画面を自由に編集・
操作できる。

○機能をアイコンで表示し 直感的に操作

○ローカル（利用者端末）側に保管している
データを利用することができる。
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２．機能・
操作性

○必要最小限の機能に絞り込んだシステム
であるが、処理を実行するにあたり、
手間がかかる。

○データを登録する際の定義が多く、自由
度が低い。属性情報の項目名等が変更
できない為、登録に工夫が必要である。

○機能をアイコンで表示し、直感的に操作
ができる。ひとつひとつのアイコンに
機能説明がコメントとして表示される。

○利用者が自由に属性項目を追加したり、
変更することができる。データの取込み
が容易である。

３．拡張性・
汎用性

○他システムとの連携がとれない。 ○業務に特化したオプションシステムも
構築されており、より汎用性が高くなる。
※但し、オプションシステムは別途費用。

○レイヤ（作図）が容易に作成できる。○レイヤの数に制限があり、レイヤ不足
が生じている。（業務汎用レイヤ）



５．データ利用・管理について

【クラウドサーバ】
①水土里ネット長崎より利用するデータを各団体へ配布します。
●背景地図データ【航空写真、地形図】
●図形データ【農地筆図・耕区図・農業水利施設等】※その他必要に応じて

②配布されたデータファイルを団体内共有フォルダへ保管します。
※水土里情報専用フォルダ等を作成し、原本として保管

・共有属性データ

・共有図形データ

・共有背景地図
（衛星画像、数値地図）

③利用者は団体内共有フォルダよりデータをコピーして利用します。
※業務内容ごとにデータをコピーし利用

④利用者は作業終了後、団体内共有フォルダへ保存します。
※業務毎のフォルダを作成し、保管

⑤団体内共有フォルダは定期的にバックアップをお願いします。

他団体と共有したい・してもよ
いデータ等はサーバへアップ
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利用団体（庁内・団体内）

【水土里情報フォルダ】

【庁内サーバ】

GcdGcd 団体共有図形データ

例）作物調査業務

団体共有属性データ

個別図形データ

個別属性データ

【利用者】

※クラウドサーバにないデータの為、各利用団体で管理

ローカル

ドラッグ&ドロップ

システム画面

保 存

インターネット接続



６．システムの主な機能
① 色分け、ラベル表示（文字表示）

図形に含まれる属性の中から項目を選択するだけで、色分けやラベル表示（文字の表示）を設定することができます。

色分けは、自動でスタイル（色）を決定してくれるので、簡単に色分けすることができます。また、ラベル表示は、連結や
段書きにも対応できます。諸情報を可視化することにより誰が見てもわかりやすく、視覚的に情報を得ることが
できます。
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② データ編集機能

エクセル同様の操作で、誰でも簡単に属性（文字情報）を編集することができます。CSVデータをエクスポート（出力）し、

エクセルでデータの編集を行いデータをインポート（取込）することもできます。またローカル（利用者端末等）に保管している
エクセルデータをインポート（取込）することもできます。※編集権限を付与したＩＤでのみ編集可能

【拡大図】

【ローカルのエクセルデータ】
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【インポート】

【エクスポート】

属性情報をエクスポート（出力）、
インポート（取込）することができます。

【注意！】属性をインポート後にシステム内で情報を更新しても連携はしていない為、
ローカル（利用者側）に保管している属性情報は更新されません。



③ 印刷機能（印刷・分割印刷・凡例印刷）

主題、スケールバー、方位の表示のほか、サイズ及び縮尺を指定して印刷することができます。印刷したい場所を画面内で移動

するだけで簡単に印刷範囲を変更することができます。（印刷はＰＤＦ出力となります）

●印刷 ●分割印刷

図印刷枠を印刷画面
上で自由に移動でき
る。範囲を囲んだ後
に必要分だけを選択

印刷対象 印刷対象外
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●凡例印刷

分割印刷は全体位置図も印刷
されます。印刷位置図の番号
から図面がどの場所のものか
簡単に判断ができます。

することも可能。

印刷対象 印刷対象

全体位置図

詳細位置図



④ 関連ファイル格納（写真画像、図面ファイルの格納）

GPS機能付カメラ等で撮影した写真データをシステム上にドラッグ&ドロップ（移動）するだけで地図上に貼り付けることが

できます。現地調査写真（災害による被災箇所や営農状況、農地状況写真等）等の管理として利用できます。
※写真の保管場所は、利用者端末（ローカル）、庁内サーバ等でかまいません。
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ドラッグ&ドロップ

（移動）

【タブレット ・GPS付カメラ等】

【ローカル（利用者端末等）の写真データ】

※位置情報付きの写真は撮影したポイントへ自動的に配置されます。



活用例①
 耕作放棄地【農地利用状況】の管理

農地筆図と現地調査結果（Excel等一覧表）を結合させ、図上での耕作放棄地区分の【色分け】を行うことで、視覚的に状況確
認ができる。また、年度毎の調査結果を蓄積し、一元的に管理することができる。
尚、現地調査、確認についてはタブレット端末を利用した現地調査システムを活用することで業務のスピードアップが期待でき
ます。

【色分け設定】
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【属性表示】



活用例②

 多面的機能支払事業データ管理
農地筆図と協定対象農地（活動組織エリア）を結合させ、図上で協定対象農地（活動組織エリア）と農用地を重ね合わせて
表示することで、現状の取組エリアと本来交付を受けることが可能な農地との区分が明確に表示でき、取りこぼし農地等を確
認・管理することができる。また、農地利用状況（耕作放棄地）情報と重ね合わせることで、対象農地に耕作放棄地が存在する
かもシステム上で容易に確認ができる。
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【色分け区分（凡例）】

【属性表示】



活用例③

 中山間直接支払データ管理
農地筆図と中山間直接支払協定対象農地情報を結合させ、団地毎で色分け表示することができ、視覚的に傾斜度区分等を確認
できる。また、農地水協定農地との関連も一括して管理ができる。
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【農地水活動組織色分け】



 鳥獣害防止対策④
【登録情報】防護柵設置情報、捕獲情報、農作物被害情報等
【利用内容】①市町界を超える情報や対策の連携など、広域的かつ効果的な鳥獣害防止対策に利用する。
【メリット】①県下全域の情報を閲覧できるため、広域的かつ効果的な対策を行える。

②随時更新ができるため、最新の情報を共有することができる。
③資料の散逸の防止及び情報の検索性が向上する。
④市町における計画策定の基礎資料として利用できる。
⑤提出図面の作成が不要となる。

【役割分担】市町…システムへの登録・更新作業
県…県全体における鳥獣害防止対策の計画策定・分析作業

鳥獣害防護施設

農作物被害状況

鳥獣害生息エリア

鳥獣害目撃・捕獲情報

農作物被害状況
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活用例⑤

 ため池一斉点検データベース管理
ため池一斉点検を実施した県内全域のため池を登録。ため池の箇所やため池の諸元等の情報、また関連する受益、流域もあわせ
て登録。データベース管理として利用できる。調査写真等も関連ファイルとして格納している。

関連ファイル添付可能
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【属性表示】



活用例⑥

 円滑化事業 定期・要請診断地区管理
県土連で行っている県内全域の円滑化事業定期・要請診断対象施設（揚排水ポンプ、樋門、ダム、頭首工等）における施設情報
を登録。診断結果や補修履歴等の情報を蓄積することで施設の管理として利用できる。

関連ファイル
【属性表示】
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活用例⑦

 畑地かんがい施設の管理
地図にパイプライン・弁栓等を重ね合わせることで埋設箇所の確認が容易となる。また、台帳を結合することで【管路の検索】
【管路情報】等が把握でき、漏水等障害時に迅速かつ正確な対応が可能となる。そのほか、諸施設情報と一元的に管理もできる。

【属性表示】 排泥弁
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【属性表示】

給水栓

空気弁

排泥弁

制水弁



活用例⑧

 畜舎情報管理、埋設候補地選定
畜産課より提供いただいた畜舎情報を登録。埋設候補地等の調査を行い、システムに登録するし、色分けを行うことで視覚的に
埋設候補地等の状況を確認できる。また、移動制限時に半径3ｋｍ、10ｋｍの円を設定することで、区域内の畜舎の数等を把握
できる。
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フィルタ機能を利用
することで、円内の
畜舎数を把握できる

半径3ｋｍの円


